
           こんにちは、丹頂ガスの丹羽です。いつもたんちょう通信をお読み頂 

            き、誠にありがとうございます。昨年12月の第一日曜日、地元「県 

            地区」が主催する「綱引き選手権大会」に参加しました。大会運営 

            委員の池田さんから、丹頂ガスも「地域住民」と交わって綱引き大 

            会に出てみないかとお誘い頂きました。お声掛けをきっかけに、初め

て「県地区綱引き選手権大会」へ参加させて頂きました。昨年が17回目になる

「県地区恒例行事」です。この大会は、中学の部活の選手から少年野球チーム、

その保護者チーム、小学校のPTAチームに地元消防団チームまで様々なチームが

結成されて、総勢22チームがクラス別に戦いました。私たちは「大人の男女混合ク

ラス」で、「男子5名と女子3名合計8名」で挑みました。初戦は「福祉施設の職員

さんチーム」でした。皆さん着ぐるみを着ておられて、とても色とりどり「鮮やかな

衣装」に身をまとい、とても楽しそうでした。それに引き換え、我々のテンションは、

徐々に「本気モード」になっていき、試合の前に斎木常務が「綱引きのコツ」を伝

授し始めました。「みんな聞いてくれるか！」「綱引きは、綱を引くだけでは勝てな

い！」「コツは、自分の体重を目一杯つかうこと！」「まず、肩幅より広めにスタン

スを取る。次に用意ドンで、体重を一気に後ろへ掛けて、とにかく踏ん張るだけ！後

は、みんなで声を掛けて息を合わせることや！」私たちは、全員で常務の号令のもと

息を合わせて「よいしょ！よいしょ！」と声を掛けながら、目一杯綱を引きました。初

戦は難なく勝て、二回戦は「あがた少年野球父母チーム」でした。長い時間競り

合いましたが、最後まで諦めずみんなで声を出しながら「精一杯頑張り」ました！そ

して三回戦目、もうこの時点では、みんなクタクタになっていましたが、最後の力を

振り絞って挑みました。相手は「県小学校PTAチーム」ひょっとしたら勝てるかもと

思いきや、相手は「男性6人、女性2人」ウチのチームは「男5人、女3人」です。ハ

ンディーを背負いながらも健闘しましたが、しかし、あえなく敗れました。大会終了

後、女性のスタッフさん達で作っていただいた「ぜんざい」のご用意がしてありまし

た。厚い「おもてなし」を頂き、楽しく「地区のイベント」へ参加させていただきまし

た。運営委員会の皆さん、 

本当にありがとうございます。 

そして、選手の皆さんお疲れ 

様でした。次回もどうぞ、よろ 

しくお願いいたします！    
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